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肌
色
を
決
め
た
紫
外
線

例
年
、
紫
外
線
が
強
く
な
る
夏
が

近
づ
く
と
、
紫
外
線

の
害
を
強
調
す

る
傾
向
が
顕
著
に
な
り
、
紫
外
線
を

カ

ッ
ト
す
る
サ

ン
ス
ク
リ
ー

ン
（日

焼
け
止
め
）の
よ

う
な
化
粧

品
を
使

わ
な
い
と
、
真
皮
層
の
コ
ラ
ー
ゲ

ン

は
ず
た
ず
た
に
な
り
、
メ
ラ

ニ
ン
形

成
細
胞
は
暴
走
し
て
、
シ
ワ
や
シ
ミ

だ
ら
け
の
肌
に
な
る
と
脅
し
ま
す
。

し
か
し
年
間
を
通
し
て
不
足
し
が
ち

な
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
補
う
た
め
、
紫
外

線
が
強
い
夏
こ
そ
紫
外
線
を
浴
び
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
紫
外
線
が
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ
を
生
成
す
る
作
用
は
２０
世

紀
の
初
頭
に
抗
く
る
病
効
果
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
を
司
る
栄

養
素
で
、
魚
を
除
く
食
品
で
は
母
乳

を
含
め
て
必
要
量
を
ま
か
な
う
こ
と

が
難
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

そ
の
た
め
母
乳
育
児
の
乳
児
が
紫
外

線
を
浴
び
な
い
と
く
る
病
に
罹
患
す

る
機
序
が
解
明
さ
れ
た
の
で
す
。

紫
外
線
か
ら
肌
を
守
リ
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
を
生
成
す
る
、
そ
の
た
め
ア
フ
リ

欧
に
移
住
し
た
黒
人
の
肌
色
は
薄
く

な
り
、
熱
帯
に
移
住
し
た
自
人

の
肌

色
は
濃
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

と
こ
ろ
で
シ
ワ
の
病
名
は
老
人
性

皮
膚
萎
縮
症
で
す
。
す
な
わ
ち
シ
ワ

の
本
質
的
な
原
因
は
老
化
に
伴
い
真

皮

の
線
維
芽
細
胞
の
コ
ラ
ー
ゲ

ン
の

生
成
量
が
減
る
た
め
で
す
。
シ
ミ
の

病
名
は
老
人
性
色
素
班
で
す
が
、
昨

今
、
日
焼
け
を
す
る
と
メ
ラ

ニ
ン
形

成
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
傷
が

つ
い
て
シ

ミ
に
な
り
、
皮
膚
癌
に
な
る
、
と
言

う
類

の
話
を
信
じ
る
人
が
増
え
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
詳
細
に
は
触
れ
ま
せ

ん
が
、
わ
が
国
で
は
女
性
が
化
粧
を

紫
外
線
と
共
存
共
栄

紫
外
線

は
本
当

に

″
お
肌

の
大

敵
″
な
の
か
と
言
え
ば
、
ノ
ー
で
す
。

今
時
大
戦
前
の
日
本
人
女
性
は
化
粧

を
す
る
習
慣
が
な
く
日
常
生
活
で
素

肌
に
紫
外
線
を
浴
び
て
い
ま
し
た
が
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
補
い
な
が
ら
シ
ワ
や

シ
ミ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
る
に
近
年
、
サ
ン
ス
ク

リ
ー
ン
を
使

っ
て
日
焼
け
を
避
け
て

美
白
を
求
め
る
風
潮
が
高
ま
り
、
そ

の
た
め
、
わ
が
国
の
女
性
の
５０
％
が

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
状
態
に
陥

っ
て
い

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
、
紫
外
線
と
共
存
共
栄
し
て
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
を
生
成
す
る
恵
み
を
受
け

る
こ
と
こ
そ
肝
要
な
の
で
す
。

力

で
誕

生

し
た
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いい酬餞中“け』響嫁に向］彿
一」不外綿一は
〃お肌一の十翁臥″？・一産坂怖に時（臨パ畔」に靡魔湾

遺
伝
子
の
損
傷
を
防
ぐ
防
護
層
を
作

一
　

紫
外
線
が
シ
ワ
や
シ
ミ
の
原
因
に

一
関
わ
る
こ
と
は
伏
せ
て

一
方
的
に
紫

る
た
め
日
差
し
の
強
い
夏
に
日
焼
け

一
な
る
と
言
う
話
を
常
識
の
レ
ベ
ル
に

一
外
線

に
責
任
を
転
化
す
る
キ

ャ
ン

し
ま
す
が
、
北
欧
な
ど
紫
外
線
の
弱

　

押
し
上
げ
、
紫
外
線
を

〃お
肌
の
大

一
ペ
ー
ン
を
繰
り
返
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

い
地
域
に
住
む
自
人
は
日
焼
け
を
し

一
敵
〃
に
し
た
の
は
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー

　

を
生
成
す
る
大
恩
が
あ
る
紫
外
線
を

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
肌
色
と
紫
外

一
が
大
々
的
に
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
を
売

一　
″お
肌
の
大
敵
″
に
仕
上
げ
た
の
で

線
は
密
に
関
係
し
て
い
る
た
め
、
北

一
り
出
し
て
か
ら
で
す
。
　
　
　
　
　
　
一
す
。
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は

じ
め

に

悪
性
腫
瘍

「
癌
」
は
、
身
近
な
病

気
で
、
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し

つ

つ
あ
る
本
邦
に
お
い
て
は
、
二
人
に

一
人
が
癌
を
患
い
、
二
人
に

一
人
は

癌
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
癌
を
死
の
病
と
い

っ
た
イ
メ
ー

ジ
で
捉
え
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

よ
り
、
治
癒
す
る
こ
と
の
で
き
る
病

で
も
あ
り
ま
す
。

今
日
ま
で
、
多
く
の
研
究
者
が
、

癌

の
発
症
か
ら
診
断
、
治
療
に
至
る

ま
で
の
研
究
に
携
わ
り
、
か
な
り
の

部
分
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
な
る
癌

の
解
明
と
制
圧
に
は
、

癌
細
胞
が
、
自
分
自
身

の
身
体
の
細

胞
を
起
源
と
す
る

こ
と
が
故

の
難
し

さ
が
あ
る

の
で
す
。

癌
の
発
症
要
因

癌
の
発
症
に
は
、
生
活
習
慣
や
ウ

イ
ル
ス
の
関
与
が
分
か

っ
て
い
ま
す

が
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肝
癌
、

ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

子
宮
頸
が
ん
、
ピ

ロ
リ
菌
に
よ
る
胃

癌
等
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
癌
と
し
て
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
報
告
（１
９

９
６
）か

ら
、
癌

の
原

因
と
考

え
ら

れ
る
も
の
を
列
挙
し
ま
す
。

喫
煙

３０
％
、
成
人
期

の
食
事

・

肥
満

３０
％
、
座
り
き
り

の
生
活

様
式

５
％
、
職
業
要
因

５
％
、

癌
家
族
歴

ｏ́
％
、
ウ
イ
ル
ス
等

の
生
物
因
子

５
％
、
周
産
期
要

因

。
成
長

５
％
、
生
殖
要
因

３

％
、
飲
酒

３
％
、
社
会
経
済
的

状
況

３
％
、
環
境
汚
染

２
％
、
他

癌
の
発
生
と
消
滅

ヒ
ト
の
身
体
は
、
約
６０
兆
個
の
細

胞
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
に

お
い
て
、
形
や
機
能
も
異
な
り
ま
す

が
、
細
胞
に
は
寿
命
が
あ
る
た
め
、

遺
伝
子
（Ｄ
Ｎ
Ａ
）を

コ
ピ
ー
し
て
２

倍
に
増
や
し
て
か
ら
、
新
し
い
二
つ

の
細
胞
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

遺
伝
子
に
コ
ピ
ー
ミ
ス
（突
然
変
異
）

を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
癌

の
発
生
原
因
と
な
る
の
で
す
。

こ
の
遺
伝
子
に
生
じ
た
突
然
変
異

は
、
小
さ
な
ミ
ス
な
ら
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
修

復
遺
伝
子
に
よ

っ
て
、
直
ち
に
修
復

さ
れ
ま
す
が
、
大
き
な
ミ
ス
の
場
合
、

修
復
で
き
ず
、
細
胞
が

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
を
失

っ
た
状
態
に
陥
り
ま
す
。
と

く
に
、
癌
遺
伝
子
、
癌
抑
制
遺
伝
子

に
突
然
変
異
が
起
こ
る
と
、
癌
化
は

促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

正
常
な
細
胞
が
い

っ
た
ん
癌
細
胞
に

変
身
す
る
と
、
不
老
不
死
の
細
胞
と

な
り
ま
す
。

正
常
な
ヒ
ト

の
細
胞
は
、
５０
～
６０

回
程
度
、
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
す
と

死
に
至
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
末
端
に
あ
る
、
生
命
の
回

数
券
と
呼
ば
れ
る

「
テ

ロ
メ
ア
」
が
、

細
胞
分
裂
の
た
び
に
す
り
切
れ
短
く

な

っ
て
い
く
こ
と
で
、
細
胞
は
死
に

至
り
ま
す
が
、
癌
細
胞
は
、
テ

ロ
メ

ラ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
を
作
り
、
テ

ロ

メ
ア
を
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
巧

み
に
死
を
避
け
て
い
る
の
で
す
。

な
お
、
ヒ
ト
の
身
体
で
は
、　
一
日

に
数
百
億
個
の
細
胞
の
遺
伝
子
が

コ

ピ
ー
さ
れ
、
健
康
な
ヒ
ト
で
も
、
毎
日

約
５
０
０
０
個
の
癌
細
胞
が
発
生
し

消
え
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
う
ち

１
個
の
癌
細
胞
が
、
分
裂
を
繰
り
返

し
増
殖
し
始
め
、
癌
細
胞
が
約
１００
万

個
に
達
す
る
と
ｌ

ｍｍ
程
度
の
大
き
さ

と
な
り
、
約
１０
億
個
ま
で
増
殖
す
る

と
ｌ

ｍ
程
度
の
大
き
さ
と
な
り
ま
す
。

癌
と
リ
ン
パ
球

体
内
に
お
い
て
は
、
免
疫
を
司
る

リ

ン
パ
球
が
癌
細
胞
を
攻
撃
す
る
役

目
を
担
い
ま
す
が
、
癌
細
胞
は
、
元
々

が
自
分
の
正
常
な
細
胞
で
あ
り
、
遺

伝
子
の
変
異
は
軽
微
な
た
め
、
い

つ

の
ま

に
か
、

「
自

己
」
か
ら

「
非
自

己
」

へ
と
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
発
生
初
期
に
は
、
リ

ン
パ

球
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
よ
う
に
、

癌
細
胞
を
は

っ
き
り

「
非
自
己
」
と

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
ご
つ

い
て
い
る
間
に
、
癌
細
胞
が
増
殖
を

続
け
、
慌
て
て
攻
撃
し
て
も
手
遅
れ

と
い

っ
た
状
態
と
な

っ
て
し
ま
う

の

で
す
。癌

と
光
線
療
法

リ

ン
パ
球
の
働
き
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す
が
、
免
疫
細
胞
が
弱

っ
て

い
る
と
、
癌
細
胞
は
増
殖
し
や
す
く
、

常
日
頃
か
ら
免
疫
力
を
高
め
る
努
力

が
必
要
で
す
。
そ
の
点
、
サ
ナ
モ
ア

に
は
、
リ
ン
パ
球

の
働
き
を
活
性
化

し
、
自
身
の
も

つ
免
疫
力
を
高
め
る

作
用
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
癌
を
予
防

す
る
意
味
に
お
い
て
も
、
サ
ナ
モ
ア

の
活
用
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
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第
十
九
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養
成
講
座

は
、
予
定
通
り
、
下
記
の
日
程
で
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
会
議
室
に
て

開
催
致
し
ま
し
た
。

受
講
者
紹
介
は
次
回
１０
月
号
に
て

掲
載
予
定
で
す
。

(1)医学総論・関係法規

(2)サナモア光線療法の基礎と生物学的作用

(3)光線治療器のメンテナンス法

(4リレーフ式 0マルチアーク療法の実践

(5)開院のための準備

(1ド台療院を開業する際の指導

(2)サナモアの名称使用

(3)サナモア販売における代理店資格の取得

(4)季刊紙「健康と光線」への治験例報告

6月 26日 (木)・ 27日 (金)・ 28日 (土 )

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
十
月
十
八
日
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

現
在
、
多
く
の
方
が
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
院
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
身
照
射
の
体
験
目
的
の
方
、
自
宅

で
の
治
療
を
補
完
す
る
目
的
で
月
に

一
回
程
度
来
ら
れ
る
方
、
治
療
院
で

の
治
療
を
主
と
し
週
に
数
回
来
ら
れ

る
方
な
ど
様
々
で
す
が
、
そ
の
方
々

の
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
感
想
を
、

「
受
診
者
の
声
」
と
し
て
掲
載
致
し

ま
す
。

☆
５６
歳
、
女
性

母
親
が
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
で
、
自

宅
に
サ
ナ
モ
ア
が
あ

っ
た
た
め
、
光

線
療
法
の
良
さ
は
知

っ
て
い
た
つ
も

り
で
す
が
、
今
回
は
、
本
当
に
そ
の

効
果
に
驚
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
、
時
々
、
有
前
の
歯
茎

が
腫
れ
、
痛
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
腫
れ
が
強
く
な

っ
た
た
め
、
歯

科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
歯
槽
膿
漏

と
診
断
さ
れ
、
前
歯
を
２
、
３
本
抜

く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

驚
い
た
私
は
、
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

す
る
こ
と
に
決
め
、
光
線
治
療
院
に

通
い
始
め
る
と
同
時
に
、
自
宅
で
も

口
を
大
き
く
開
い
た
状
態
で
、
毎
日
、

一
時
間
以
上
、
歯
茎
に
直
接
光
線
を

照
射
し
ま
し
た
。
そ
の
お
蔭
で
、
歯
茎

の
痛
み
は
和
ら
ぎ
、
数
日
で
膿
が
出

て
、
腫
れ
も
引
き
ま
し
た
。
歯
を
抜
か

ず
に
済
ん
で
本
当
に
良
か

っ
た
で
す
。

～

一　

一言
～

知
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
す
が
、

歯
周
病
に
対
し
て
、
サ
ナ
モ
ア
は
と

て
も
有
効
で
す
。
治
療
す
る
際
に
は
、

口
を
大
き
く
開
け
て
回
唇
を
め
く
る

よ
う
に
し
て
、
歯
茎
に
直
接
照
射
し

て
下
さ
い
。

舎 募 集 キ

当協合 の処 農 に賛月 さ れ 、

サ ナモ ア光線療 法 の普 及 に

ご協 力項 け る方 、治療 院 の

開 業 を検 討 な さ りた い方 は 、

お F・Rい合 わ せ くだ さ い

サナモア光線治療院
T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759‐ -3710
FAX (03)5759--3720

開 講 日 程

座1内 容
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□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
痛
風
を
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―
一三
五
八

症
例
　
５３
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
一
一ケ
月
程
前
、
起
床
時
に
有

足
親
指
（第

一
趾
）の
付
け
根
が
激
し

く
痛
ん
だ
た
め
、
近
医
を
受
診
し
、

血
液
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
血
清

尿
酸
値
が
１ｌ

ｍｇ
／
ｄｌ
と
高
値
を
呈
し

て
お
り
、
痛
風
発
作
と
診
断
。
薬
物

治
療
が
開
始
さ
れ
、
痛
み
は
若
千
軽

減
し
た
が
、
腫
れ
が
、
な
か
な
か
ひ

か
な
い
た
め
、
サ
ナ
モ
ア
で
治
療
し

た
い
と
来
院
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン

に
て
、
集
光
器
を
使
用
し
、
患
部
で

あ
る
有
足
親
指
（第

一
趾
）の
付
け
根

を
中
心
に
、
表
裏
、
側
面
等
、
多
方

向
か
ら
、
合
わ
せ
て
６０
分
以
上
照
射
。

そ
の
後
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に
て
、
足

裏
、
膝
、
背
部
を
各
１０
分
、
Ａ
Ｄ
カ
ー

ボ
ン
に
て
、
腹
部
１０
分
照
射
し
た
。

翌
日
来
院
し
た
際
に
は
、
治
療
前
に

残

っ
て
い
た
患
部
の
痛
み
は
、
ほ
ぼ

消
失
し
、
腫
れ
も
か
な
り
ひ
い
て
い

た
。
医
師
か
ら
は
、
血
清
尿
酸
値
が

高
い
状
態
で
は
、
再
発
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
薬
物
治
療
の
継
続
が

必
要
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
サ
ナ
モ

ア
で
治
そ
う
と
決
め
、
四
日
目
か
ら

自
宅
で
の
治
療
を
開
始
。

匿

同
回

自
宅
治
療
に
際
し
て
は
、
患
部
の

他
、
基
本
照
射
部
位
、
後
頭
部
、
前
頭

部
（眼
）に
も
、
集
光
器
を
用
い
照
射

す
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
の
後
、
会

社
の
診
療
所
で
行

っ
た
血
液
検
査
で
、

血
清
尿
酸
値
は
６
．
５

ｍｇ
／
ｄｌ
と
正
常
値

に
戻

っ
て
い
た
。

ニ
ケ
月
が
経
過
し

た
現
在
は
、
痛
み
や
腫
れ
も
な
く
、

食
欲
圧
盛
で
、
熟
睡
も
で
き
て
お
り
、

仕
事
で
疲
れ
た
時
に
は
、
後
頭
部
と

前
頭
部
（眼
）を
照
射
す
る
と
、
翌
日

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
程
、
す
っ
き
り
と

し
た
気
持
ち
に
な
る
と
話
し
て
い
る
。

療
法
経
過
　
使
用
す
る
カ
ー
ボ
ン
は
、

Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
の
組
み
合
わ
せ
と
し
、

患
部
で
あ
る
前
頭
部
を
で
き
る
限
り

長
時
間
照
射
す
る
よ
う
指
示
。
数
日

後
、
患
部
は
受
傷
直
後
よ
り
腫
れ
て
、

赤
黒
い
皮
下
出
血
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
ま
ま
サ
ナ
モ
ア
を
継
続
し
て
よ

□

□

前
頭
部
打
撲
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
笙
田
Ｅ
氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
二
〈
革
麒
二．１‐
一二“
〓
軌

症
例
　
６５
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
夜
間
、

ジ

ョ
ギ
ン
グ
中
に
転
倒
し
、
有
前
頭

部
を
強
打
。
帰
宅
後
、
打
撲
部
位
の

痛
み
と
腫
れ
が
強
い
た
め
、
サ
ナ
モ

ア
の
照
射
方
法
に
つ
い
て
、
電
話
で

相
談
さ
れ
た
。

は

つ
ら

２
磁
一翻
一と

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
＝
ボ
ン

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ
ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

ｏ
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ

ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

な
お
、
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対

に
使

用
し
な
い
で
下
さ
い
。

使

用

上
の
注
意
は
、

「
は
つ
ら
つ
さ
ん
取

扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

い
か
と
質
問
を
受
け
た
た
め
、
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、　
一
時
的
に
腫

れ
が
拡
が
り
、
皮
下
出
血
も
二
週
間

は
目
立

っ
た
状
態
が
続
く
が
、
必
ず

よ
く
な
る
か
ら
続
け
る
よ
う
指
示
し

た
。
な
お
、
こ
の
時
、　
一
週
間
後
に

旅
行
が
控
え
て
お
り
、
で
き
た
ら
行

き
た
い
と
話
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

の
連
絡
で
、
サ
ナ
モ
ア
を
続
け
て
い

る
う
ち
、
痛
み
と
腫
れ
が
ひ
い
た
た

め
、
何
と
か
旅
行
に
行
く
こ
と
が
で

き
た
と
喜
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ

の
間
、
病
院
で
の
頭
部

の
検
査
で
、

頭
蓋
内
に
異
常

の
な
い
こ
と
は
確
認

し
て
い
る
。

そ
の
後
は
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
で
治

療
継
続
し
て
い
た
が
、
患
部
が
少
し

こ
ぶ
状
に
腫
れ
あ
が

っ
た
た
め
、
Ｂ

Ｄ
カ
ー
ボ
ン
に
変
更
す
る
よ
う
指
示
。

一
年
後
に
来
所
し
た
際
は
、
前
頭
部

の
打
撲
部
位
は
き
れ
い
に
治

っ
て
お

り
、
あ
ら
た
め
て
、
打
撲
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
の
効
果
を
実
感
し
た
と
話

さ
れ
た
。
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□
□
回
□
□

肺
の
結
節
性
病
変
が
サ
ナ
モ
ア
で
消
失

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
四
―
七
三
二
！
五
〇
六
七

症
例
　
６２
歳
　
女
性

症
状
　
平
成
八
年
十

一
月
、
全
身
倦

怠
感
、
咳
等
の
自
覚
症
状
が
続
い
た

た
め
、
病
院
に
て
精
査
を
施
行
し
た

と
こ
ろ
、
有
肺
中
葉
に
結
節
性
病
変

を
指
摘
。
肺
癌
が
疑
わ
れ
、
手
術
に

よ
る
摘
出
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
患
者

は
、
手
術
治
療
を
拒
否
し
、
サ
ナ
モ

ア
に
よ
る
治
療
を
希
望
さ
れ
来
院
。

来
院
時
の
間
診
に
て
、
卵
巣
嚢
腫
、

関
節
リ
ウ

マ
チ
も
合
併
し
て
い
る
こ

と
が
分
か

っ
た
た
め
、
合
わ
せ
て
治

療
す
る
こ
と
と
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
の
組
み
合
わ
せ
に
て
施
行
。
患
部

で
あ
る
有
上
背
部
（肺
）に
は
、

４
時

間
の
照
射
を
実
施
。
そ
の
後
、
腹
部
、

腰
部
、
膝
、
肩
に
、
各
１５
分
の
照
射

を
施
行
し
た
。
病
院
で
の
経
過
観
察

は
欠
か
さ
な
か

っ
た
が
、
平
成
十
年

□
□
□
□

腰
椎
圧
迫
骨
折
の
痛
み
が

サ
ナ
モ
ア
で
劇
的
に
改
善

目
黒
区
　
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

束
原
　
な
つ
子
氏
報
告

十

一
月
の
検
査
で
、
有
肺
中
葉
に
見

ら
れ
た
結
節
影
は
消
失
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
サ
ナ
モ
ア
を
継
続
し
て
い

る
が
、
関
節
の
痛
み
も
改
善
し
、
冬

場
で
も
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な

っ
た

現
在
、
自
宅
に
て
、
サ
ナ
モ
ア
を
継

続
し
て
お
り
、
す
こ
ぶ
る
健
康
な
状

態
を
維
持
で
き
て
い
る
。

症
例
　
８４
歳
　
女
性

症
状
　
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
の
治
療

目
的
で
当
院
通
院
歴
の
あ
る
方
。
自

宅
で
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
ふ
ら
つ

き
、
尻
も
ち
を
つ
い
た
際
、
腰
に
激

痛
を
自
覚
。
病
院
の
検
査
に
て
、
腰

椎
の
圧
迫
骨
折
と
診
断
さ
れ
、
治
療

を
受
け
る
も
改
善
せ
ず
。
腰
の
痛
み

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
三
―
五
七
五
九
―
三
七

一
〇

に
加
え
、
有
大
腿
背
部

の
痛
み
も
強

く
、
ほ
と
ん
ど
動
け
な
い
状
態
で
あ

っ

た
が
、
受
傷
後
約

一
ケ
月
が
経
過
し

た
頃
、
や

っ
と
の
こ
と
で
治
療
目
的

に
て
当
院
を
受
診
。
当
初
は
腰
の
痛

み
が
強
く
、　
一
歩
進
む
の
に
も
、
か

な
り

の
時
間
を
要
す
る
程
の
状
態
で

あ

っ
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
左
側
臥
位
に

て
、
腰
部

（
Ｂ
Ｄ
）
、
有
大
腿
背
部

（
Ｂ
Ｄ
）
、
膝

（
Ａ
Ｂ
）
、
足
裏

（
Ａ

Ｂ
）
を
３０
分
照
射
後
、
石
側
臥
位
と

し
て
、
腰
部

（
Ｂ
Ｄ
）
、
大
腿
（Ｂ
Ｄ
）
、

膝

（
Ａ
Ｂ
）
を
３０
分
照
射
。
二
、
三

日
に

一
度

の
ベ
ー
ス
で
治
療
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、
１０
回
の
治
療
後
に
は
、

痛
み
が
か
な
り
緩
和
さ
れ
、
元
気
を

取
り
戻
し
、
１５
回
の
治
療
時
点
で
は
、

痛
み
も
ほ
ぼ
消
失
し
、
庭
に
出
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
後
も
治
療

を
継
続
し
、
２５
回
の
治
療
後
に
は
、

以
前
の
よ
う
に
、
す
い
す
い
と
歩
け

る
よ
う
に
な

っ
た
と
、
目
の
前
で
喜

ん
で
歩
い
て
見
せ
、
最
近
は
、
骨
を

丈
夫
に
す
る
目
的
で
通
院
さ
れ
て
い

る
。
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日
光
の
避
け
過
ぎ
病
気

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
あ
さ
イ
チ
」

と
い
う
番
組
で
、
く
る
病
と
い
う
疾

患
を
取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
ご

覧
に
な

っ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
く
る
病
は
、
十
七
世

紀

の
産
業
革
命
以
降
、
英
国
で
多
発

し
た
た
め
、
英
国
病
と
も
称
さ
れ
、

長
ら
く
治
療
法
を
解
明
で
き
ず
、
原

因
不
明
の
奇
病
と
さ
れ
て
き
た
疾
患

で
す
。
二
十
世
紀
に
入
り
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
発
見
も
あ

っ
て
、
日
光
浴
で

治
療
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

今
日
で
は
、
過
去

の
病
気
と
さ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
何
故
、
最
近
、
乳

幼
児
の
く
る
病
が
増
え
、
テ
レ
ビ
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
ず
ば
り
、
表
題
に
も
あ

る
日
光
の
避
け
過
ぎ
が
原
因
な
の
で

す
。
数
年
前
か
ら
、
母
子
手
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
た
日
光
浴
が
削
除
さ
れ
、

化
粧
品
会
社
は
、
美
自
化
粧
品
を
盛

ん
に
宣
伝
し
、
皮
膚
科
の
先
生
は
、

紫
外
線
を
浴
び
る
と
皮
膚
癌
に
な
る

と
脅
し
、
こ
の
季
節
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
必

ず
紫
外
線
情
報
を
流
し
ま
す
。
ま
る

で
紫
外
線
が
、
Ｐ
Ｍ
２５
に
匹
敵
す
る

か
の
よ
う
な
悪
者
扱
い
で
す
。

こ
れ
で
は
、
世
の
お
母
さ
ん
方
が
、

紫
外
線
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
の
に

無
理
あ
り
ま
せ
ん
が
、
母
乳
に
は
骨

の
成
長
に
と

っ
て
不
可
欠
な
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
十
分
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
日

光
浴

の
避
け
過
ぎ
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
欠
乏
を
引
き
起
こ
し
、
骨
の
発
達

障
害
を
き
た
し
た
結
果
、
く
る
病
や

そ
の
予
備
軍
の
子
供
達
が
急
増
し
て

い
る
の
で
す
。

子
供
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高

齢
者
の
骨
粗
霧
症
や
骨
折
も
、
骨
の

き
弱
化
が
原
因
で
あ
り
、
日
光
浴
を

避
け
る
風
潮
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

日
光
浴
さ
え
す
れ
ば
、
皮
膚
で
ビ
タ

ミ

ン
Ｄ
が
合
成
さ
れ
、
骨

の
成
長
を

促
す
と
と
も
に
、
骨
を
強
く
丈
夫
に

し
て
く
れ
る
の
で
す
。
サ
ナ
モ
ア
は
、

い
つ
で
も
好
き
な
時
間
に
、
室
内
で

で
き
る
日
光
浴
で
す
。
ど
う
ぞ
、
毎

日
の
サ
ナ
モ
ア
を
習
慣
化
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
骨
折
を
未
然
に
予
防
し
、

生
活

の
質
を
保

つ
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。人

類
の
過
去

の
苦
い
経
験
か
ら
、

も
う

一
度
学
び
、
今
の
愚
か
な
紫
外

線
バ

ッ
シ
ン
グ
が
、
本
当
に
正
し
い

こ
と
な
の
か
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
頂

け
れ
ば
と
願
う
次
第
で
す
。
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